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気
候
も
涼
し
く
な

り
、
暑
い
間
休
み
時

間
は
教
室
で
一
人
一

台
端
末
で
タ
イ
ピ
ン

グ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
ゲ
ー
ム
作
成
に
励

ん
で
い
た
子
ど
も
た

ち
も
運
動
場
で
遊
べ

る
よ
う
に
な
り
、
鬼

ご
っ
こ
や
遊
具
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
そ
う
な
声
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
教
育
の

つ
ど
い
大
阪
10
月
11

日
、
同
日
北
大
阪
支

部
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

北
大
阪
支
部
女
性
部

文
化
と
バ
ザ
ー
の
つ

ど
い
11
月
１
日
、
教

育
の
つ
ど
い
教
科
別

分
科
会
11
月
９
日
、

問
題
別
分
科
会
11
月

23
日
な
ど
沢
山
行
事

が
あ
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
は
進

ん
で
き
ま
し
た
が
、

現
在
青
年
同
士
で
集

う
こ
と
や
学
習
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
態

で
す
。
今
一
度
直
接

学
ん
だ
り
、
交
流
し

た
り
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
良
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
共
に
活
動

す
る
仲
間
が
増
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。
近

く
の
分
会
の
仲
間
に

も
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
10月10月

保護者・住民の不安・疑問続々保護者・住民の不安・疑問続々

佃中校区佃中校区
統廃合統廃合

　

今
年
の
「
大
阪
市
現

職
講
師
特
例
」
の
「
二

次
試
験
」
合
格
率
は

「
養
護
教
諭
（
小
・
中

共
通
）」
10
・
３
％
、

「
栄
養
教
諭
」
25
％

で
、
不
合
格
に
な
っ
た

「
養
護
助
教
諭
」・「
学

校
栄
養
職
員
」
の
多
く

は
来
年
３
月
に
「
任

用
」
さ
れ
ま
す
。「
能

力
の
実
証
」（
地
公
法

15
条
）
さ
れ
た
「
非
正

規
教
職
員
」
を
正
規
採

用
し
な
い
採
用
制
度
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

「
労
働
条
件
要
求

書
」
を
９
月
18
日
教
育

委
員
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
臨
時
教
職
員
部
は

「
…
講
師
・
養
護
助
教

諭
が
『
教
育
職
給
料

表
』
の
『
１
級
』、
学

校
栄
養
職
員
…
に
は

『
医
療
職
給
料
表
』
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
『
教
育
職
給
料
表
』

の『
２
級
』が
適
用
さ
れ

て
い
る
教
諭
・
養
護
教

諭
・
栄
養
教
諭
と
は
明

ら
か
な
給
与
格
差
が
あ

り
ま
す
。
…
多
く
の
講

師
が
学
級
担
任
や
特
別

支
援
学
級
担
任
、
部
活

動
の
指
導
な
ど
正
規
職

員
で
あ
る『
教
諭
』と
全

小
学
校
体
育
館
空
調
を

小
学
校
体
育
館
空
調
を

テ
ス
ト
漬
け
や
め
少
人
数
学
級

テ
ス
ト
漬
け
や
め
少
人
数
学
級

く
同
じ
内
容
の
職
務
を

任
さ
れ
…
少
数
職
種
で

あ
る
『
養
護
助
教
諭
』

や
『
学
校
栄
養
職
員
』

は
、
正
規
職
員
で
あ
る

『
養
護
教
諭
』
や
『
栄

養
教
諭
』
と
職
務
内
容

を
区
別
す
る
こ
と
は
、

も
は
や『
不
可
能
』
で

す
」と
要
求
し
ま
し
た
。

　

「
佃
中
学
校
区
に
お

け
る
学
校
配
置
の
適
正

化
に
つ
い
て
」
６
月
30

日
住
民
説
明
会
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

佃
小
学
校
を
佃
西
小

学
校
に
統
合
（
佃
西
小

学
校
舎
を
活
用
）
が
考

え
ら
れ
る
。
教
室
の
改

修
を
行
っ
て
も
全
児
童

を
収
容
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。「
佃
中
学
校

も
含
め
た
小
中
一
貫
校

と
し
て
の
再
編
」
と
す

る
（
小
学
区
と
中
学
校

の
校
舎
が
離
れ
て
い
る

の
で
施
設
連
携
型
）。

「
５
年
生
ま
で
を
小
学

校
校
舎
、
６
年
生
か
ら

中
学
校
校
舎
で
学
ん
で

い
た
だ
く
、
５
‐
４
制

と
し
て
再
編
し
た
い
」。

　

保
護
者
・
住
民
の
不

安
が
広
が
り
９
月
２
日

に
学
習
会
（
写
真
）
が

開
か
れ
大
阪
市
教
の
宮

城
委
員
長
が
報
告
し
ま

し
た
。

　

小
学
生
と
中
学
生
が

同
一
空
間
で
学
校
生
活

を
送
る
よ
う
に
な
る
と

６
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
獲
得
に
課
題
が
あ

り
友
人
関
係
に
も
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」
の

指
標
で
否
定
的
傾
向
な

ど
心
理
学
研
究
に
よ
り

指
摘
さ
れ
（「
６
年
生

問
題
」）、
現
場
か
ら
は

中
学
生
も
委
縮
す
る
と

の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

校
舎
改
築
費
を
惜
し

み
６
年
生
だ
け
中
学
校

に
通
学
さ
せ
る
案
は
、

施
設
一
体
型
の
小
中
一

貫
校
よ
り
も
更
に
問
題

で
す
。
当
然
、
保
護
者

・
住
民
の
不
安
・
疑
問

が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。

　

市
教
委
は
25
年
４
月

「
学
校
配
置
の
適
正
化

の
推
進
の
た
め
の
指

針
」
を
改
正
し
、
保
護

者
や
住
民
の
反
対
の
声

が
あ
っ
て
も
統
廃
合
を

強
行
す
る
方
針
を
改
め

て
示
し
ま
し
た
（
別
項

参
照
）。

講
師
に
２
級
適
用
を

講
師
に
２
級
適
用
を

能
力
実
証

能
力
実
証  

正
規
採
用
を

正
規
採
用
を

ガーベラガーベラ
だよりだより

市対連

府
立
高
校

府
立
高
校
3232
校
減
校
減

高
校
つ
ぶ
し
で
な
く
30
人
学
級

市
内
統
一
労
連
へ

市
内
統
一
労
連
へ

非
正
規
教
職
員
処
遇
改
善

非
正
規
教
職
員
処
遇
改
善

　

「
15
年
間
で
32
校

減
」
撤
回
！
門
真
西
高

校
・
懐
風
館
高
校
な
く

す
な
！
高
校
つ
ぶ
し
で

な
く
30
人
学
級
の
実
現

を
！
大
阪
の
高
校
を
守

る
会
決
起
集
会
が
９
月

20
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　

府
立
高
校
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
案
は
24
年
度

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の

数
を
も
と
に
、
15
年
後

の
府
立
高
校
数
を
「
１

０
４
校
程
度
（
32
校

減
）」
と
試
算
。
奥
野

喜
久
夫
会
長
は
主
催
者

挨
拶
で
、「
計
画
で
は

な
く
数
合
わ
せ
」
と
批

６年生だけ中学校舎６年生だけ中学校舎

判
し
ま
し
た
。

　

懐
風
館
高
校
を
廃
校

す
れ
ば
羽
曳
野
市
内
の

高
校
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま

す
。
門
真
市
は
１
校
に

な
り
ま
す
。「
自
転
車

で
通
え
る
学
校
が
な
く

な
る
」「
定
期
代
が
高

く
て
行
け
な
い
」「
地

域
が
壊
れ
る
」
の
声
が

上
が
り
続
け
て
い
ま

す
。（
府
立
高
校
は
す

で
に
40
校
廃
校
）

　

府
は
全
国
か
ら
見
て

過
大
・
過
密
な
「
40
人

学
級
・
１
学
年
７
ク
ラ

ス
」
の
学
校
規
模
。

「
30
人
学
級
」
な
ら
１

校
も
減
ら
す
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

「
３
年
連
続
し
て
定

員
に
満
た
な
い
高
校
は

再
編
整
備
の
対
象
」
の

条
例
を
撤
廃
さ
せ
、
子

ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利

を
保
障
し
ま
し
ょ
う
。

しかしながら、保護者や地域住民等
の主体性に委ねた進め方では関係者
間の意見がまとまりにくく、取組の
必要性に対する認識が共有されない
状況が生じ、協議が長期化すること
も少なくない状況になった。

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
（
市
対
連
）
は
９
～

12
月
大
阪
市
会
の
開
会

日
の
９
月
18
日
、「
公

教
育
・
福
祉
・
医
療
・

介
護　

誰
も
取
り
残
さ

な
い
市
政
を
」
の
横
断

幕
を
掲
げ
、
淀
屋
橋
で

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

　

〝
大
阪
市
は
全
国
一

高
い
介
護
保
険
料
を
下

げ
て
下
さ
い
〟〝
税
金

は
く
ら
し
応
援
に
使
っ

て
！
〟
の
ビ
ラ
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、

「
万
博
が
終
わ
っ
て
も

夢
洲
街
づ
く
り
構
想
が

続
く
」（
共
産
党
井
上

市
議
）、「
万
博
建
設
工

事
費
の
未
払
い
で
業
者

が
大
変
。
協
会
の
責
任

重
大
」（
大
阪
市
を
よ

く
す
る
会
）、「
小
学
校

体
育
館
に
空
調
を
直
ち

に
。
外
国
に
つ
な
が
る

児
童
生
徒
が
増
え
て
い

ま
す
。
教
職
員
を
増
や

し
て
く
だ
さ
い
」（
新

婦
人
）、「
介
護
保
険
料

の
引
き
下
げ
、
高
齢
者

施
策
の
充
実
拡
充
を
」

（
年
金
者
組
合
）、「
不

登
校
急
増
の
原
因
テ
ス

ト
漬
け
競
争
教
育
を
や

め
、
少
人
数
学
級
実

現
、
隠
れ
教
育
費
軽
減

の
陳
情
署
名
を
広
げ
よ

う
」（
大
阪
市
教
）
と

訴
え
ま
し
た
。

　

教
育
振
興
基
本
計

画
改
定
（
案
）
の
特

に
方
向
性
の
確
認
の

必
要
な
事
項
と
し

て
、「
外
国
に
つ
な

が
る
児
童
生
徒
等
へ

の
支
援
が
総
合
教
育

会
議
（
７
月
29
日
）

で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
24
年
度
の
日
本

語
指
導
が
必
要
な
児

童
生
徒
数
は
１
９
４

６
人
、
初
期

　

面
談
１
２

０
３
件
と
な

っ
て
い
ま

す
。「
教
職

員
の
負
担
が

増
加
」「
急

激
な
増
加
に

十
分
対
応
で

き
て
お
ら

ず
」
と
し
て

い
ま
す
。
教

職
員
増
が
求

め
ら
れ
て
い

ま
す
。

●市教委の指針より抜粋

　

大
阪
労
連
・
大
阪
市

地
区
協
議
会
第
40
回
定

期
総
会
が
９
月
27
日
開

か
れ
ま
し
た
。
経
営
者

の
パ
ワ
ハ
ラ
、
労
連
平

和
ツ
ア
ー
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
交
流
の
取
り

組
み
、
保
育
士
不
足
、

高
校
統
廃
合
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
市
内
統
一
労

連
結
成
（
26
年
９
月
）

に
向
け
て
各
地
域
労
連

・
単
産
の
取
り
組
み
を

交
流
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
井
上
日
本
共

産
党
市
会
議
員
、
嘉
満

大
阪
労
連
事
務
局
長
、

中
山
大
阪
市
を
よ
く
す

る
会
事
務
局
長
が
万
博

終
了
後
も
カ
ジ
ノ
・
大

型
開
発
を
計
画
し
て
い

る
大
阪
府
・
市
を
批
判

し
ま
し
た
。

　

各
支
部
が
地
域
労
連

と
し
て
参
加
し
、
討
論

に
三
木
書
記
次
長
が
参

加
し
ま
し
た
。
大
阪
市

教
は
非
正
規
教
職
員
の

要
求
で
交
渉
し
、
教
員

採
用
試
験
突
破
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
講
師

組
合
員
が
教
員
採
用
２

次
試
験
に
複
数
合
格
し

ま
し
た
。
喜
び
の
声
が

広
が
り
ま
し
た
。
一
方

「
能
力
の
実
証
」
が
さ

れ
て
い
る
現
職
講
師
が

多
数
不
合
格
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
教
員
不

足
」
で
も
処
遇
の
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
賃
金
格
差
「
月
額

３
万
２
９
０
０
円
」
も

あ
り
、
正
規
と
同
様
に

給
料
表
２
級
の
適
用
を

求
め
て
い
ま
す
。


